
令和４年５月６日

第１４２号
〒299 2192
千葉県安房郡鋸南町下佐久間 3458
TEL0470-55-4804

町ホームページにも

本誌を掲載しています

カラーでより鮮明な

画像をご覧になれます

発行／鋸南町議会

編集／議会広報特別委員会

なかよし広場『手形をとろう』

鋸南町立中央公民館の「子育て広場」は、就学前

の子どもたちが安心して遊べ、保護者同士も交流

のできる場所です。毎週木曜日に様々なイベント

を行っています。
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２議員が町政を問う・・・６

予算審査特別委員会・・・９

きょなん
議会だより
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【
令
和
４
年
２
月

日
】

専専
決決
処処
分分

◆◆
子子
育育
てて
世世
帯帯
へへ
のの
臨臨
時時
特特
別別
給給

付付
金金子

育
て
世
帯
へ
の
特
別
給
付
金

は
、昨
年
内
の
５
万
円
の
現
金
給
付

に
加
え
、５
万
円
の
ク
ー
ポ
ン
給
付

が
原
則
で
あ
る
と
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、そ
の
後
柔
軟
な
対

応
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
町
民

の
利
便
性
を
考
慮
し
、ク
ー
ポ
ン
を

取
り
や
め
、速
や
か
に
５
万
円
の
現

金
給
付
を
行
う
専
決
処
分
を
行
っ

た
も
の
。

◆◆
住住
民民
税税
非非
課課
税税
世世
帯帯
等等
にに
対対
すす

るる
臨臨
時時
特特
別別
給給
付付
金金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
生

活
・
暮
ら
し
を
速
や
か
に
支
援
す
る

た
め
、
１
世
帯
当
た
り
１０
万
円
の

現
金
給
付
を
行
う
専
決
処
分
を
行

っ
た
も
の
。

契契
約約
のの
締締
結結

庁
舎
空
調
機
器
改
修
工
事
に
係

る
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

ロロ
シシ
アア
にに
よよ
るる
ウウ
クク
ララ
イイ
ナナ
へへ

のの
軍軍
事事
侵侵
攻攻
にに
対対
すす
るる
決決
議議  

  
  

【【全全
文文
】】  

令
和
４
年
２
月
２４
日
、
ロ
シ
ア

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を

開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
国
際
法
や
国

連
憲
章
に
違
反
し
、
国
際
社
会
ひ
い

て
は
我
が
国
の
平
和
と
秩
序
、
安
全

を
脅
か
す
も
の
で
あ
り
、
平
成
７
年

に
「
平
和
の
町
鋸
南
」
宣
言
を
決
議

し
た
鋸
南
町
議
会
と
し
て
、
断
じ
て

容
認
で
き
る
も
の
で
な
く
、
ロ
シ
ア

に
対
し
強
く
抗
議
す
る
。

日
本
政
府
は
、
国
際
社
会
と
連
携

し
、
あ
ら
ゆ
る
外
交
手
段
を
駆
使
し

て
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
の
停
止
と

即
時
無
条
件
で
の
撤
退
、
平
和
の
実

現
に
向
け
行
動
す
る
と
と
も
に
、
在

留
邦
人
の
安
全
確
保
や
国
民
生
活

に
も
た
ら
す
影
響
へ
の
対
策
に
万

全
を
尽
く
す
よ
う
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

鋸
南
町
議
会

令令
和和
４４
年年
第第
１１
回回
臨臨
時時
会会

定定例例会会・・臨臨時時会会 令令和和４４年年３３月月定定例例会会

路線変更される町道１０７１号線 

空調機器等、老朽化が進む本庁舎 

－３－  
 

※病院会計、水道事業会計については、収益的支出の額 【【令令和和３３年年度度のの各各会会計計のの最最終終補補正正予予算算】】  

                                       

                                                        

  
  

                           

      

会計区分 補正前の額 補正額 補正後の額

一  般  会  計  52億 681万1千円 　△5086万4千円  51億5594万7千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  11億7011万7千円   △3166万1千円  11億3845万6千円

後 期高 齢者 医療 特別 会計   1億4858万7千円   △0850万2千円   1億4008万5千円

介 護 保 険 特 別 会 計  14億7449万1千円  　  185万5千円  14億7634万6千円

鋸 南 病 院 事 業 会 計   1億0311万5千円      372万4千円   1億0683万9千円

水 道 事 業 会 計   4億7175万9千円         279万円   4億7454万9千円

  

 

３
月
定
例
議
会
は
、
会
期
を
３
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
の
11
日
間
と
し
て
開
催
し
た
。 

定
例
会
で
は
議
会
か
ら
の
２
議
案
と
町
側
か
ら
の
１９
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。 

一
般
質
問
は
、
竹
田
和
明
議
員
、
笹
生
あ
す
か
議
員
の
２
名
が
行
い
、
当
初
予
算
の
審
査
は
予
算

審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。
（
本
会
議
で
の
予
算
の
反
対
討
論
及
び
議
決
結
果
に
つ
い
て

は
、
４
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
。）  

 
 
 
 
 
 
 
 

定定例例会会  令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

議
員
発
議 

◆◆
議議
員員
報報
酬酬
減減
額額
のの
廃廃
止止  

令
和
３
年
度
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
、
議
長
以
下
、
全
議
員
の
報
酬
月

額
を
５
％
削
減
す
る
た
め
の
条
例

等
を
廃
止
し
た
。 

◆◆
ロロ
シシ
アア
にに
よよ
るる
ウウ
クク
ララ
イイ
ナナ
軍軍

事事
侵侵
攻攻
へへ
のの
非非
難難
決決
議議  

【
※
左
ペ
ー
ジ
参
照
】  

 
 

条
例 

◆◆
職職
員員
のの
身身
分分
保保
障障
にに
関関
すす
るる
一一

部部
改改
正正  

免
職
、
休
職
に
関
し
職
員
の
身
分

保
障
の
た
め
の
改
正
。 

◆◆
特特
別別
職職
のの
給給
料料
のの
減減
額額
特特
例例 

  

特
別
職
の
給
料
を
町
長
は

30
％
、
副
町
長
、
教
育
長
が
20
％

を
引
き
続
き
１
年
間
、
削
減
す
る 

も
の
。  

     

◆◆
特特
別別
職職
のの
職職
員員
のの
給給
与与
、、
旅旅
費費
にに

関関
すす
るる
条条
例例
のの
一一
部部
改改
正正  

  

特
別
職
の
給
料
、
期
末
手
当
に
つ

い
て
特
例
の
条
例
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
減
額
前
の
額
で
算
定
す
る

も
の
。 

◆◆
職職
員員
給給
与与
のの
分分
類類
のの
見見
直直
しし  

一
般
職
の
職
務
別
給
与
の
分
類

を
見
直
す
た
め
の
改
正
。 

◆◆
国国
民民
健健
康康
保保
険険
条条
例例
のの
一一
部部
改改

正正  

  

未
就
学
児
の
国
民
健
康
保
険
料

（
均
等
割
額
）
の
減
額
に
係
る
規
定

を
追
加
。 

そ
の
他 

◆◆
町町
道道
のの
路路
線線
変変
更更  

 

都
市
交
流
施
設
周
辺
整
備
事
業

に
よ
り
町
道
１
０
７
１
号
線
の
路

線
変
更
を
行
う
も
の
。 

◆◆
追追
加加
議議
案案  

  

平
成
29
年
か
ら
平
成
31
年
に

発
行
し
た
議
会
だ
よ
り
５
紙
に
お

い
て
過
年
度
の
イ
ラ
ス
ト
使
用
料

を
支
払
う
こ
と
に
つ
き
議
会
の
議

決
を
行
う
も
の
。 

     

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
の
最

終
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
０
８
６
万
４
千

円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を

５１
億
５
５
９
４
万
７
千
円
と
し

た
原
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。
町
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
、
１７
億
２
４
６
３

万
６
千
円
と
な
る
見
込
み
。 

    

－２－ 

令和４年３月定例会 

補補  
  

正正  
  

予予  
  

算算  

会期 11 日間【3 月 1 日～ 11 日】
議員発議２件 条例改正５件 町道の路線変更 1 件追加議案 1 件 
12 予算案を可決

議
員
発
議

条
例

そ
の
他
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万
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令
和
４
年
２
月
２４
日
、
ロ
シ
ア

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を

開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
国
際
法
や
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連
憲
章
に
違
反
し
、
国
際
社
会
ひ
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て
は
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が
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の
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と
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、
安
全

を
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も
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で
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り
、
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に
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、
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と
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時
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、
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和
の
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現
に
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行
動
す
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と
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も
に
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在
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人
の
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全
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保
や
国
民
生
活

に
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す
影
響
へ
の
対
策
に
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を
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う
強
く
求
め
る
も

の
で
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。

以
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も
の
。 

◆◆
追追
加加
議議
案案  

  

平
成
29
年
か
ら
平
成
31
年
に

発
行
し
た
議
会
だ
よ
り
５
紙
に
お

い
て
過
年
度
の
イ
ラ
ス
ト
使
用
料

を
支
払
う
こ
と
に
つ
き
議
会
の
議

決
を
行
う
も
の
。 

     

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
の
最

終
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
０
８
６
万
４
千

円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を

５１
億
５
５
９
４
万
７
千
円
と
し

た
原
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。
町
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
、
１７
億
２
４
６
３

万
６
千
円
と
な
る
見
込
み
。 

    

－２－ 

令和４年３月定例会 

補補  
  

正正  
  

予予  
  

算算  

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
に
対
す
る
決
議

専
決
処
分

契
約
の
締
結

－ 3 －



本本会会議議ででのの 議議 決決 結結 果果
賛成「○」 反対「×」※議長は採決に加わりません

番番号号
件件名名

（件名は一部省略）

平平
島島

孝孝
一一
郎郎

笹笹
生生

正正
己己

欠欠

員員

鈴鈴
木木
辰辰
也也
議議
長長

小小
藤藤
田田

一一
幸幸

渡渡
邉邉

信信
廣廣

笹笹
生生

久久
男男

青青
木木

悦悦
子子

大大
塚塚

昇昇

竹竹
田田

和和
明明

早早
川川

正正
也也

笹笹
生生

ああ
すす
かか

第第一一回回 ２２月月臨臨時時議議会会             

＜専決処分の承認＞

議案第 号 一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜工事請負契約の締結＞

議案第 号 庁舎空調機器改修工事 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第第二二回回 ３３月月定定例例議議会会              

＜条例の一部改正・廃止＞

発議案第 号 議会の議員の議員報酬の特例条例等の廃止 可決 ○ ○ － ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第 号 職員の分限に関する手続き及び効果条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 町長等の給料月額の特例条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 特別職の職員の給与及び旅費条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 一般職の職員の給与等条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 国民健康保険条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜町道の路線変更＞

議案第 号 町道 号線の変更 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和３年度補正予算＞

議案第 号 一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 鋸南病院事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和４年度予算認定＞

議案第 号 一般会計予算の認定 可決 ○ × － × × ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 号 国民健康保険特別会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 後期高齢者医療特別会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第 号 介護保険特別会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 鋸南病院事業会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 水道事業会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜その他＞

発議案第 号 ﾛｼｱによるｳｸﾗｲﾅ軍事侵攻への非難決議 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 過年度費用の支払決定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－５－

議議決決結結果果 令令和和４４年年３３月月定定例例会会

 

 

 

道道のの駅駅保保田田小小のの収収益益のの概概要要（（除除、、テテナナンントト分分））

（単位：千円、人、税抜き）

H27 105,806 169,156 111,611 57,545 63,709 ▲ 6,164 21,480 15,316

H28 298,174 481,552 317,254 164,298 164,424 ▲ 126 10,278 10,152

H29 284,103 474,485 312,006 162,479 155,864 6,615 5,736 12,351

H30 289,141 492,204 323,357 168,846 146,341 22,505 0 22,505

R元 208,454 345,719 222,213 123,507 131,728 ▲ 8,222 0 ▲ 8,222

R２ 188,215 346,188 233,230 112,958 123,221 ▲ 10,263 0 ▲ 10,263

開業以来合計 1,373,893 2,309,304 1,519,671 789,633 785,287 4,345 37,494 41,839

入客数（レジ通過） ①売上高 ②売上原価 ③粗利益 ④販売経費 ⑤営業利益
⑥町からの
指定管理料

⑦当期利益

（①-②） （③-④） （⑤+⑥）

討討論論  

－4－ 

竹
田 

和
明 

議
員 

渡
邉 

信
廣 

議
員 

都都
市市
交交
流流
施施
設設
周周
辺辺
整整
備備
事事
業業
のの
問問
題題
点点  

 
都
市
交
流
施
設
周
辺
整
備
事
業
費
は
、
基
本
設

計
か
ら
土
地
購
入
費
等
を
含
め
９
億
３
０
０
０
万

円
程
度
に
も
及
ぶ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
指
定

管
理
料
の
額
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

本
計
画
の
公
園
内
、
奥
の
駐
車
場
ま
で
、
高
速

バ
ス
を
乗
り
入
れ
る
計
画
で
は
、
駐
車
場
の
有
効

活
用
や
、
観
光
客
の
安
全
に
支
障
を
き
た
す
お
そ

れ
も
あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
バ
ス
需
要
を
見
据
え

た
計
画
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

求求
めめ
らら
れれ
るる
行行
財財
政政
改改
革革 

 

 

本
町
は
人
口
減
少
に
対
す
る
取
組
み
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。
総
合
計
画
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
費
用
対
効
果
を
検
証
し
て
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
全
く
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
。
一
例
と

し
て
給
食
費
の
無
償
化
に
対
し
人
口
減
少
対
策

（
受
け
皿
）
が
不
十
分
で
す
。 

役役
場場
組組
織織
・・
労労
務務
管管
理理
のの
見見
直直
しし
をを  

職
員
の
定
員
管
理
に
関
し
、
退
職
や
長
期
療
養

が
多
い
こ
と
に
つ
き
、
組
織
や
定
数
の
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
果
た
し
て
現
実

的
に
職
員
の
育
成
が
可
能
な
の
か
、
非
常
に
不
安

を
感
じ
ま
す
。 

当
町
の
将
来
を
考
え
、
本
予
算
に
対
す
る
反
対

討
論
と
し
ま
す
。 

一一
般般
会会
計計
予予
算算
にに  

反反
対対
討討
論論
①① 

赤赤
字字
経経
営営
がが
続続
くく
道道
のの
駅駅
保保
田田
小小  

 

都
市
交
流
施
設
周
辺
事
業
は
道
の
駅
保

田
小
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
事
業
で
す

が
、
道
の
駅
保
田
小
は
令
和
元
年
度
以
降

赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。 

赤赤
字字
補補
填填
がが
目目
的的
なな
のの
かか 

鋸
南
町
の
財
政
力
は
、
千
葉
県
で
最
下

位
で
あ
り
将
来
が
不
安
で
す
。
そ
れ
な
の

に
な
ぜ
拡
張
す
る
の
か
。
拡
張
で
は
新
た

な
直
売
所
が
設
置
さ
れ
る
わ
け
で
も
な

く
、
新
た
な
雇
用
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

「
道
の
駅
保
田
小
の
事
業
へ
の
赤
字
補

填
」
が
目
的
と
も
思
え
る
内
容
で
す
。 

届届
かか
ぬぬ
町町
民民
のの
声声  

 
 

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
み
ま
も
り
隊
」

は
「
町
民
参
画
」
の
ア
リ
バ
イ
だ
っ
た
と

の
声
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
に
基
づ
く
総
合
計
画
の
施
策
に
は
今

回
も
全
く
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

住住
民民
自自
治治
のの
危危
機機  

こ
の
周
辺
事
業
は
未
だ
収
支
計
画
す
ら

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
議
員
に
は
事
業

の
イ
メ
ー
ジ
写
真
・
動
画
、
模
型
し
か
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
数
字
の
説
明
が
あ
り
ま

せ
ん
。
本
予
算
に
賛
成
す
る
こ
と
は
、
町

民
の
信
託
に
対
す
る
裏
切
り
行
為
で
あ

り
、
反
対
し
ま
す
。 

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

一一
般般
会会
計計
予予
算算
にに  

反反
対対
討討
論論
②②  

この資料（上表）は、道の駅保田小事業の収益実績等の概要です。 

３月７日の予算審査特別委員会では、町側から資料に沿って事業に関する説明がありました。

資料は、重要箇所を抜粋し、合計欄を入れるなど一部加工しています。 

－ 5 － － 4 －



本本会会議議ででのの 議議 決決 結結 果果
賛成「○」 反対「×」※議長は採決に加わりません

番番号号
件件名名

（件名は一部省略）

平平
島島

孝孝
一一
郎郎

笹笹
生生

正正
己己

欠欠

員員

鈴鈴
木木
辰辰
也也
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長長
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男男
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木木
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子子
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生生
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すす
かか

第第一一回回 ２２月月臨臨時時議議会会             

＜専決処分の承認＞

議案第 号 一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜工事請負契約の締結＞

議案第 号 庁舎空調機器改修工事 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第第二二回回 ３３月月定定例例議議会会              

＜条例の一部改正・廃止＞

発議案第 号 議会の議員の議員報酬の特例条例等の廃止 可決 ○ ○ － ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第 号 職員の分限に関する手続き及び効果条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 町長等の給料月額の特例条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 特別職の職員の給与及び旅費条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 一般職の職員の給与等条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 国民健康保険条例の一部改正 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜町道の路線変更＞

議案第 号 町道 号線の変更 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和３年度補正予算＞

議案第 号 一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 鋸南病院事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和４年度予算認定＞

議案第 号 一般会計予算の認定 可決 ○ × － × × ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 号 国民健康保険特別会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 後期高齢者医療特別会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第 号 介護保険特別会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 鋸南病院事業会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 水道事業会計予算の認定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜その他＞

発議案第 号 ﾛｼｱによるｳｸﾗｲﾅ軍事侵攻への非難決議 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 号 過年度費用の支払決定 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－５－

議議決決結結果果 令令和和４４年年３３月月定定例例会会

 

 

 

道道のの駅駅保保田田小小のの収収益益のの概概要要（（除除、、テテナナンントト分分））

（単位：千円、人、税抜き）

H27 105,806 169,156 111,611 57,545 63,709 ▲ 6,164 21,480 15,316

H28 298,174 481,552 317,254 164,298 164,424 ▲ 126 10,278 10,152

H29 284,103 474,485 312,006 162,479 155,864 6,615 5,736 12,351

H30 289,141 492,204 323,357 168,846 146,341 22,505 0 22,505

R元 208,454 345,719 222,213 123,507 131,728 ▲ 8,222 0 ▲ 8,222

R２ 188,215 346,188 233,230 112,958 123,221 ▲ 10,263 0 ▲ 10,263

開業以来合計 1,373,893 2,309,304 1,519,671 789,633 785,287 4,345 37,494 41,839

入客数（レジ通過） ①売上高 ②売上原価 ③粗利益 ④販売経費 ⑤営業利益
⑥町からの
指定管理料

⑦当期利益

（①-②） （③-④） （⑤+⑥）

討討論論  
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竹
田 

和
明 

議
員 

渡
邉 

信
廣 

議
員 

都都
市市
交交
流流
施施
設設
周周
辺辺
整整
備備
事事
業業
のの
問問
題題
点点  

 

都
市
交
流
施
設
周
辺
整
備
事
業
費
は
、
基
本
設

計
か
ら
土
地
購
入
費
等
を
含
め
９
億
３
０
０
０
万

円
程
度
に
も
及
ぶ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
指
定

管
理
料
の
額
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

本
計
画
の
公
園
内
、
奥
の
駐
車
場
ま
で
、
高
速

バ
ス
を
乗
り
入
れ
る
計
画
で
は
、
駐
車
場
の
有
効

活
用
や
、
観
光
客
の
安
全
に
支
障
を
き
た
す
お
そ

れ
も
あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
バ
ス
需
要
を
見
据
え

た
計
画
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

求求
めめ
らら
れれ
るる
行行
財財
政政
改改
革革 

 

 

本
町
は
人
口
減
少
に
対
す
る
取
組
み
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。
総
合
計
画
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
費
用
対
効
果
を
検
証
し
て
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
全
く
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
。
一
例
と

し
て
給
食
費
の
無
償
化
に
対
し
人
口
減
少
対
策

（
受
け
皿
）
が
不
十
分
で
す
。 

役役
場場
組組
織織
・・
労労
務務
管管
理理
のの
見見
直直
しし
をを  

職
員
の
定
員
管
理
に
関
し
、
退
職
や
長
期
療
養

が
多
い
こ
と
に
つ
き
、
組
織
や
定
数
の
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
果
た
し
て
現
実

的
に
職
員
の
育
成
が
可
能
な
の
か
、
非
常
に
不
安

を
感
じ
ま
す
。 

当
町
の
将
来
を
考
え
、
本
予
算
に
対
す
る
反
対

討
論
と
し
ま
す
。 

一一
般般
会会
計計
予予
算算
にに  

反反
対対
討討
論論
①① 

赤赤
字字
経経
営営
がが
続続
くく
道道
のの
駅駅
保保
田田
小小  

 

都
市
交
流
施
設
周
辺
事
業
は
道
の
駅
保

田
小
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
事
業
で
す

が
、
道
の
駅
保
田
小
は
令
和
元
年
度
以
降

赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。 

赤赤
字字
補補
填填
がが
目目
的的
なな
のの
かか 

鋸
南
町
の
財
政
力
は
、
千
葉
県
で
最
下

位
で
あ
り
将
来
が
不
安
で
す
。
そ
れ
な
の

に
な
ぜ
拡
張
す
る
の
か
。
拡
張
で
は
新
た

な
直
売
所
が
設
置
さ
れ
る
わ
け
で
も
な

く
、
新
た
な
雇
用
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

「
道
の
駅
保
田
小
の
事
業
へ
の
赤
字
補

填
」
が
目
的
と
も
思
え
る
内
容
で
す
。 

届届
かか
ぬぬ
町町
民民
のの
声声  

 
 

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
み
ま
も
り
隊
」

は
「
町
民
参
画
」
の
ア
リ
バ
イ
だ
っ
た
と

の
声
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
に
基
づ
く
総
合
計
画
の
施
策
に
は
今

回
も
全
く
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

住住
民民
自自
治治
のの
危危
機機  

こ
の
周
辺
事
業
は
未
だ
収
支
計
画
す
ら

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
議
員
に
は
事
業

の
イ
メ
ー
ジ
写
真
・
動
画
、
模
型
し
か
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
数
字
の
説
明
が
あ
り
ま

せ
ん
。
本
予
算
に
賛
成
す
る
こ
と
は
、
町

民
の
信
託
に
対
す
る
裏
切
り
行
為
で
あ

り
、
反
対
し
ま
す
。 

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

一一
般般
会会
計計
予予
算算
にに  

反反
対対
討討
論論
②②  

この資料（上表）は、道の駅保田小事業の収益実績等の概要です。 

３月７日の予算審査特別委員会では、町側から資料に沿って事業に関する説明がありました。

資料は、重要箇所を抜粋し、合計欄を入れるなど一部加工しています。 
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鋸
南
中
学
校
の
制
服
は
、
数
年
前

か
ら
性
別
に
よ
っ
て
制
服
の
ス

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
平
等
に

生生
理理
用用
品品
のの
設設
置置
にに
つつ
いい
てて

期
日
前
投
票
を
す
る
有
権
者
が

増
え
て
い
る
が
、
期
日
前
投
票

所
は
役
場
本
庁
の
み
だ
。
高
齢
者
な

ど
、
移
動
困
難
者
の
た
め
に
、
移
動
式

投
票
所
の
導
入
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。投

票
所
を
今
後
、
さ
ら
に
再
編

す

る

必

要

が

あ

る

場

合

に

答答

は
町
民
の
声
を
聴
き
つ
つ
、
選
挙
経
費

の
効
果
的
な
使
用
と
な
る
か
を
含
め
、

移
動
支
援
に
か
か
る
交
通
手
段
の
提
供

を
検
討
し
ま
す
。
移
動
式
投
票
所
の
導

入
は
、
交
通
手
段
提
供
後
の
利
用
実
績

や
、
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
子
ど
も

の
基
本
的
人
権
を
国
際
的
に
定
め

中中
学学
校校
のの
制制
服服
にに
つつ
いい
てて

答答制
服
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ス
カ
ー
ト
等
を

性
別
に
関
係
な
く
自
由
に
選
べ
る
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
」
を
導
入
す
る
学

問問  

現行の鋸南中の制服 

問問  

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

答答  

問問  

機会を設けて広報していきたい 

移移
動動
式式
投投
票票
所所
にに
つつ
いい
てて

笹笹生生  ああすすかか  議議員員  

答答

 
 

た
条
約
だ
。
日
本
で
批
准
さ
れ
て
か
ら

28
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
も
広

報
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

「
生
き
る
権
利
」
「
育
つ
権
利
」
「
守
ら

れ
る
権
利
」
「
参
加
す
る
権
利
」
を
根
源

的
な
理
念
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
大

変
重
要
な
こ
と
な
の
で
機
会
を
設
け
て

広
報
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

子どもの権利条約の周知を 

一一般般質質問問②②  

問問  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
多
様
性
が

認
め
合
え
る
社
会
に
変
化
し
、

ラ
ッ
ク
ス
や
ス
カ
ー
ト
の
指
定
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
防
寒
対
策
や
動
き
や
す
さ

と
い
っ
た
利
便
性
・
機
能
面
に
よ
り
選

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入
学
説

明
会
で
も
、
そ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
に

お
い
て
も
、
児
童
・
生
徒
た
ち
が
自
分

ら
し
さ
を
大
切
に
生
活
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－７－ 

千
葉
県
立
学
校
で
は
非
対
面
に

よ
る
生
理
用
品
の
無
償
提
供
を

実
施
し
て
い
る
。
町
内
小
中
学
校
な
ど

の
ト
イ
レ
に
も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
同
じ
よ
う
に
、
生
理
用
品
設
置
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

小
中
学
校
の
校
長
と
養
護
教
諭

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
保
健
室

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

都
立
高
校
で
は
、
保
健
室
で
の

対
面
式
の
配
布
か
ら
、
ト
イ
レ

問問  答答要要
望望

で
の
非
対
面
の
配
布
に
し
た
と
こ
ろ
、

利
用
が
１
６
０
倍
に
な
っ
た
と
の
報
道

が
あ
る
。
子
ど
も
に
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
あ
り
、
先
生
に
言
え
な
い
子
ど
も
も

い
る
。
声
な
き
声
を
聴
く
努
力
を
し
て

欲
し
い
。

校
も
増
え
て
い
る
。
鋸
南
中
学
校
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導
入
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

の
で
、
何
も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
か

っ
た
わ
け
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

パ
ワ
ハ
ラ
の
よ
う
な
深
刻
な
人

権
侵
害
に
対
し
、
課
長
会
議
で

の
注
意
喚
起
だ
け
と
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
。

定

年

退

職

者

も

含

め

る

と

こ

の

５
年
間
で
職
員
１
０
０
名
の
う
ち
、
31

名
が
退
職
し
、
ま
た
休
職
者
も
多
い
。

以
前
か
ら
い
る
職
員
は
全
体
の
３
分
の

２
だ
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
。
業
務
引
継
書
や
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
備
え
る
な
ど
、
業
務
効
率
化
を

図
る
べ
き
だ
。
今
後
の
改
善
取
組
み
に

向
け
た
町
長
の
決
意
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
人
権
侵
害
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
事
と
肝
に
銘

じ
、
絶
対
正
義
の
王
道
を
歩
む
べ
く
、

改
善
に
取
組
み
ま
す
。

　平成２８年度から令和２年度までの５年間の
　　退職者の合計は、３１人（うち、定年及び勧奨、死亡退職者の合計は、１８人、自己都合による普通退職者は、１３人）
　　休職者は延べ、１０人　※長期休職者は、各年度でカウントするので、実数ではなく、延べ人数となります。

１．年度別内訳 ２．年代別内訳 ３．勤続年数別内訳 　　４．部署別内訳
退職者数（人） 休職者数（人） 退職者数（人） 休職者数（人） 退職者数（人） 休職者数（人） 退職者数（人） 休職者数（人）

平成２８年度 0 2 １０代２０代 2 1 １年未満 2 2 総務企画課他 2 1
平成２９年度 4 0 ３０代 9 7 １年～５年 4 3 税務住民課 1 0
平成３０年度 1 1 ４０代 1 2 ６年～10年 4 3 保健福祉課 1 3
令和元年度 2 2 ５０代 1 0 11年～15年 1 1 地域振興課 3 2
令和２年度 6 5 合計 13 10 16年～20年 2 0 建設水道課 3 2
合計 13 10 21年以上 0 1 教育課 3 2

合計 13 10 合計 13 10
※総務企画課にはその他の所属も含まれています

資料 答弁中示された
役場の退職者・休職者数

役場のマネジメントが問題？ 

大大
量量
のの
退退
職職
者者
・・
休休
職職
者者

鋸
南
町
役
場
の
退
職
率
は
全
国

平
均
の
６
倍
だ
。
人
事
担
当
課

（
総
務
企
画
課
）
で
は
職
員
の
退
職
理

由
や
休
職
理
由
の
直
接
確
認
を
行
っ
て

い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
職
場
に
パ
ワ

ハ
ラ
が
あ
る
と
耳
に
す
る
。
実
態
は
ど

う
な
の
か
。

パ
ワ
ハ
ラ
で
の
退
職
は
承
知
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
休
職
者
か
ら

人
事
管
理
に
関
す
る
相
談
を
１
件
受
け

て
い
ま
す
。

職
員
の
相
談
窓
口
が
役
場
内
部

の
総
務
企
画
課
で
は
相
談
が
し

に
く
い
。
あ
る
職
員
は
、
上
司
の
人
事

管
理
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
副
町
長

に
ま
で
相
談
し
た
が
、
何
ら
ア
ク
シ
ョ

ン
が
無
か
っ
た
、
と
聞
い
て
い
る
。
副

町
長
は
、
相
談
を
受
け
た
場
合
に
ど
う

対
処
し
て
い
る
の
か
。

【
副
町
長
】
早
急
な
調
査
等
の

ア
ク
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
相
談
者
に
は
「
一
方
的
な

話
は
困
る
の
で
上
司
と
再
度
話
し
を
す

る
よ
う
に
」
と
指
示
し
ま
し
た
。
た
だ

課
長
会
議
等
で
「
対
応
を
し
っ
か
り
お

願
い
し
た
い
」
と
話
は
し
て
い
る

問問  

職員の大量退職・休職が生じているが 

一一般般質質問問①①  

問問  

答答  人権侵害を無くします 

竹竹田田  和和明明  議議員員  

住住
民民
ササ
ーー
ビビ
スス
へへ
のの
懸懸
念念

ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
のの
機機
能能
不不
全全

問問  

問問  答答

－６－ 

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

答答

答答

動画はこちら↓ 
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鋸
南
中
学
校
の
制
服
は
、
数
年
前

か
ら
性
別
に
よ
っ
て
制
服
の
ス

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
平
等
に

生生
理理
用用
品品
のの
設設
置置
にに
つつ
いい
てて

期
日
前
投
票
を
す
る
有
権
者
が

増
え
て
い
る
が
、
期
日
前
投
票

所
は
役
場
本
庁
の
み
だ
。
高
齢
者
な

ど
、
移
動
困
難
者
の
た
め
に
、
移
動
式

投
票
所
の
導
入
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。投

票
所
を
今
後
、
さ
ら
に
再
編

す

る

必

要

が

あ

る

場

合

に

答答

は
町
民
の
声
を
聴
き
つ
つ
、
選
挙
経
費

の
効
果
的
な
使
用
と
な
る
か
を
含
め
、

移
動
支
援
に
か
か
る
交
通
手
段
の
提
供

を
検
討
し
ま
す
。
移
動
式
投
票
所
の
導

入
は
、
交
通
手
段
提
供
後
の
利
用
実
績

や
、
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
子
ど
も

の
基
本
的
人
権
を
国
際
的
に
定
め

中中
学学
校校
のの
制制
服服
にに
つつ
いい
てて

答答制
服
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ス
カ
ー
ト
等
を

性
別
に
関
係
な
く
自
由
に
選
べ
る
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
」
を
導
入
す
る
学

問問  

現行の鋸南中の制服 

問問  

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

答答  

問問  

機会を設けて広報していきたい 

移移
動動
式式
投投
票票
所所
にに
つつ
いい
てて

笹笹生生  ああすすかか  議議員員  

答答

 
 

た
条
約
だ
。
日
本
で
批
准
さ
れ
て
か
ら

28
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
も
広

報
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

「
生
き
る
権
利
」
「
育
つ
権
利
」
「
守
ら

れ
る
権
利
」
「
参
加
す
る
権
利
」
を
根
源

的
な
理
念
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
大

変
重
要
な
こ
と
な
の
で
機
会
を
設
け
て

広
報
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

子どもの権利条約の周知を 

一一般般質質問問②②  

問問  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
多
様
性
が

認
め
合
え
る
社
会
に
変
化
し
、

ラ
ッ
ク
ス
や
ス
カ
ー
ト
の
指
定
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
防
寒
対
策
や
動
き
や
す
さ

と
い
っ
た
利
便
性
・
機
能
面
に
よ
り
選

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入
学
説

明
会
で
も
、
そ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
に

お
い
て
も
、
児
童
・
生
徒
た
ち
が
自
分

ら
し
さ
を
大
切
に
生
活
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－７－ 

千
葉
県
立
学
校
で
は
非
対
面
に

よ
る
生
理
用
品
の
無
償
提
供
を

実
施
し
て
い
る
。
町
内
小
中
学
校
な
ど

の
ト
イ
レ
に
も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
同
じ
よ
う
に
、
生
理
用
品
設
置
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

小
中
学
校
の
校
長
と
養
護
教
諭

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
保
健
室

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

都
立
高
校
で
は
、
保
健
室
で
の

対
面
式
の
配
布
か
ら
、
ト
イ
レ

問問  答答要要
望望

で
の
非
対
面
の
配
布
に
し
た
と
こ
ろ
、

利
用
が
１
６
０
倍
に
な
っ
た
と
の
報
道

が
あ
る
。
子
ど
も
に
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
あ
り
、
先
生
に
言
え
な
い
子
ど
も
も

い
る
。
声
な
き
声
を
聴
く
努
力
を
し
て

欲
し
い
。

校
も
増
え
て
い
る
。
鋸
南
中
学
校
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導
入
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

の
で
、
何
も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
か

っ
た
わ
け
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

パ
ワ
ハ
ラ
の
よ
う
な
深
刻
な
人

権
侵
害
に
対
し
、
課
長
会
議
で

の
注
意
喚
起
だ
け
と
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
。

定

年

退

職

者

も

含

め

る

と

こ

の

５
年
間
で
職
員
１
０
０
名
の
う
ち
、
31

名
が
退
職
し
、
ま
た
休
職
者
も
多
い
。

以
前
か
ら
い
る
職
員
は
全
体
の
３
分
の

２
だ
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
。
業
務
引
継
書
や
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
備
え
る
な
ど
、
業
務
効
率
化
を

図
る
べ
き
だ
。
今
後
の
改
善
取
組
み
に

向
け
た
町
長
の
決
意
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
人
権
侵
害
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
事
と
肝
に
銘

じ
、
絶
対
正
義
の
王
道
を
歩
む
べ
く
、

改
善
に
取
組
み
ま
す
。

　平成２８年度から令和２年度までの５年間の
　　退職者の合計は、３１人（うち、定年及び勧奨、死亡退職者の合計は、１８人、自己都合による普通退職者は、１３人）
　　休職者は延べ、１０人　※長期休職者は、各年度でカウントするので、実数ではなく、延べ人数となります。

１．年度別内訳 ２．年代別内訳 ３．勤続年数別内訳 　　４．部署別内訳
退職者数（人） 休職者数（人） 退職者数（人） 休職者数（人） 退職者数（人） 休職者数（人） 退職者数（人） 休職者数（人）

平成２８年度 0 2 １０代２０代 2 1 １年未満 2 2 総務企画課他 2 1
平成２９年度 4 0 ３０代 9 7 １年～５年 4 3 税務住民課 1 0
平成３０年度 1 1 ４０代 1 2 ６年～10年 4 3 保健福祉課 1 3
令和元年度 2 2 ５０代 1 0 11年～15年 1 1 地域振興課 3 2
令和２年度 6 5 合計 13 10 16年～20年 2 0 建設水道課 3 2
合計 13 10 21年以上 0 1 教育課 3 2

合計 13 10 合計 13 10
※総務企画課にはその他の所属も含まれています

資料 答弁中示された
役場の退職者・休職者数

役場のマネジメントが問題？ 

大大
量量
のの
退退
職職
者者
・・
休休
職職
者者

鋸
南
町
役
場
の
退
職
率
は
全
国

平
均
の
６
倍
だ
。
人
事
担
当
課

（
総
務
企
画
課
）
で
は
職
員
の
退
職
理

由
や
休
職
理
由
の
直
接
確
認
を
行
っ
て

い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
職
場
に
パ
ワ

ハ
ラ
が
あ
る
と
耳
に
す
る
。
実
態
は
ど

う
な
の
か
。

パ
ワ
ハ
ラ
で
の
退
職
は
承
知
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
休
職
者
か
ら

人
事
管
理
に
関
す
る
相
談
を
１
件
受
け

て
い
ま
す
。

職
員
の
相
談
窓
口
が
役
場
内
部

の
総
務
企
画
課
で
は
相
談
が
し

に
く
い
。
あ
る
職
員
は
、
上
司
の
人
事

管
理
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
副
町
長

に
ま
で
相
談
し
た
が
、
何
ら
ア
ク
シ
ョ

ン
が
無
か
っ
た
、
と
聞
い
て
い
る
。
副

町
長
は
、
相
談
を
受
け
た
場
合
に
ど
う

対
処
し
て
い
る
の
か
。

【
副
町
長
】
早
急
な
調
査
等
の

ア
ク
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
相
談
者
に
は
「
一
方
的
な

話
は
困
る
の
で
上
司
と
再
度
話
し
を
す

る
よ
う
に
」
と
指
示
し
ま
し
た
。
た
だ

課
長
会
議
等
で
「
対
応
を
し
っ
か
り
お

願
い
し
た
い
」
と
話
は
し
て
い
る

問問  

職員の大量退職・休職が生じているが 

一一般般質質問問①①  

問問  

答答  人権侵害を無くします 

竹竹田田  和和明明  議議員員  

住住
民民
ササ
ーー
ビビ
スス
へへ
のの
懸懸
念念

ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
のの
機機
能能
不不
全全

問問  

問問  答答

－６－ 

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

答答

答答

動画はこちら↓ 
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川
篭
線
は
、
佐
久
間
と
保
田
を
結

ぶ
重
要
路
線
で
あ
り
、
そ
の
舗
装

工
事
は
優
先
し
て
取
組
む
べ
き
だ
。

町
営
住
宅
に
は
数
人
が
居
住
し
て

い
る
も
の
の
、
老
朽
化
し
危
険
だ
。

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

ま
ず
は
、
現
居
住
者
に
意
向
確
認

や
調
整
を
継
続
し
て
お
り
、
今
後

に
つ
い
て
は
千
葉
県
や
専
門
業
者
と
協
議

し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
基
本
料
３
ケ
月
一
律

 
 

免
除
を
再
度
実
施
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
単
な
る
分
配
に
な
ら
ぬ
よ
う
取
組

む
べ
き
で
あ
る
。

教教
育育
課課

鋸
山
が
日
本
遺
産
候
補
と
な
り
、

 
 

富
津
市
と
協
議
会
を
発
足
し
た
も

の
の
、
富
津
市
に
比
べ
取
組
み
が
消
極
的

だ
。
鋸
山
を
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し
、

鋸
南
町
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
の
取
組
み

を
検
討
す
べ
き
だ
。

桜
木
の
植
栽
管
理
に
は
、
樹
木
医

 

等
の
専
門
家
を
あ
て
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

日
本
花
の
会
の
研
究
員
な
ど
に
依
頼

し
助
言
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

 

駅
前
観
光
案
内
所
は
必
要
か
。

観
光
協
会
と
も
意
見
交
換
を
行
い

検
討
し
ま
す
。

観
光
振
興
と
し
て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

広
告
動
画
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
契
約
内
容
は
。

「
３
万
回
の
再
生
プ
ラ
ン
」
と
い

う
も
の
で
、
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

的
を
絞
り
、
視
聴
回
数
が
３
万
回
に
達
す
る

ま
で
配
信
さ
れ
る
契
約
で
す
。

建建
設設
水水
道道
課課

 
 

補
修
工
事
が
必
要
な
道
路
が
目
立

つ
が
、
限
ら
れ
た
財
源
で
ど
う
予
算

執
行
し
て
い
く
の
か
。

 

危
険
で
緊
急
性
が
あ
る
も
の
な

ど
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

予予算算審審査査特特別別委委員員会会  

答答 問問  答答

一般会計予算及び後期高齢者医療特別会計は賛成多数、 

その他予算は、全員賛成で可決すべきものと認定 

－９－ 

問問  

意意
見見

意意
見見

地地
域域
振振
興興
課課

農
業
振
興
に
関
し
、
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

有
害
獣
捕
獲
、
獣
肉
利
用
等
、
重
要
な
施

策
が
予
算
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
取
組
み
が

目
に
見
え
な
い
。

地
域
商
品
券
発
行
事
業
は
前
年
度

に
引
き
続
き
一
律
に
分
配
し
て
い

る
が
、
支
援
が
必
要
な
人
に
重
点
配
分
す

る
べ
き
だ
。
近
隣
市
の
よ
う
に
米
価
下
落

に
対
し
農
家
に
補
助
金
を
つ
け
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
だ
。

道
の
駅
き
ょ
な
ん
は
、
休
日
で
も

 

休
業
店
舗
が
目
立
ち
、
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
。
そ
の
他
商
店
街
の

活
性
化
な
ど
も
何
も
手
が
付
け
ら
れ
て
い

な
い
。

観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め
る
た

 

め
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
な
い
。

町
内
の
既
存
の
観
光
資
源
や
施
設
が
十
分

活
用
で
き
て
い
な
い
。
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
が
必
要
だ
。

 

日本遺産候補の鋸山 

答答 問問  

佐久間ダムの桜 

活性化が望まれる施設も多い 

答答 問問  意意
見見

答答 問問  

意意
見見

意意
見見

意意
見見

意意
見見

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

循
環
バ
ス
な
ど
二
次
交
通
改
善

 
 

の
た
め
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
な
い

が
、
優
先
課
題
で
あ
り
、
も
っ
と
積
極
的
に

取
組
む
べ
き
だ
。

旧
佐
久
間
小
跡
地
の
開
発
事
業
は

 
 

道
の
駅
保
田
小
事
業
が
終
わ
れ
ば
行

う
と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
手
つ
か

ず
だ
。
町
の
重
要
な
施
策
を
保
田
小
の
周
辺

事
業
後
に
開
始
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
遅
す

ぎ
る
。

 

消
防
費
自
動
車
保
険
の
内
容
は
。

災
害
出
動
時
に
団
員
個
人
所
有
の

車
に
生
じ
た
損
害
を
保
障
す
る
も
の

で
す
。

 

産
業
医
業
務
委
託
の
契
約
先
は
。

 

個
人
の
産
業
医
は
新
規
契
約
が
難

し
く
、
産
業
医
派
遣
を
行
う
企
業
と

の
契
約
と
な
り
ま
す
。 

 
 

道
の
駅
保
田
小
周
辺
事
業
に
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
は
必
要
な
の
か
。

 

工
事
監
理
者
と
の
調
整
、
開
業
支

援
等
の
委
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
不
足
が
目
立
つ
の
で
定
数

ま
で
人
員
を
増
や
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

専
門
職
の
採
用
が
で
き
ず
、
定
年

後
再
任
用
や
有
資
格
の
会
計
年
度

任
用
職
員
で
補
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

税税
務務
住住
民民
課課

「
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
」
の

 
 

上
限
額
は
国
の
基
準
か
。

 
 

国
の
基
準
で
す
。

固
定
資
産
評
価
用
航
空
写
真
撮
影

は
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
代
用
で
き

な
い
か
。

 

著
作
権
の
問
題
あ
り
不
可
で
す
。

保保
健健
福福
祉祉
課課

 

地
域
福
祉
計
画
が
改
定
さ
れ
る
の

 
 

に
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
予
算

化
が
さ
れ
て
い
な
い
。
積
極
的
に
取
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

答答

予予算算審審査査特特別別委委員員会会  

一一
般般
会会
計計
のの
主主
なな
意意
見見
・・
質質
疑疑

総総
括括
質質
疑疑
①①
「「
行行
財財
政政
改改
革革
」」

行
財
政
改
革
の
取
組
み
が
で
き
て

い
る
の
か
疑
問
だ
。
組
織
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

 

費
用
縮
減
効
果
の
大
き
い
公
共
施

設
の
適
正
管
理
、
水
道
事
業
や
一

般
廃
棄
物
の
広
域
化
に
取
組
み
ま
す
。
人

員
の
不
足
は
会
計
年
度
任
用
職
員
を
補
充

し
、
職
員
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

総総
括括
質質
疑疑
②②
「「
保保
田田
小小
のの
周周
辺辺
整整
備備
事事
業業
」」

 

財
政
力
の
乏
し
い
本
町
で
、
道
の

駅
保
田
小
の
周
辺
整
備
事
業
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

台
風
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
売
上
が

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
拡
張
事
業

に
よ
り
、
財
政
に
は
多
少
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
が
あ
り
ま
す
が
、
高
速
バ
ス
乗
り
入
れ

な
ど
、
町
民
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
考
え
ま

す
。 

総総
務務
企企
画画
課課

企
業
人
材
派
遣
制
度
と
は
ど
の
よ

う
な
制
度
か
。

国
の
制
度
で
あ
り
、
町
へ
の
デ
ジ

 

タ
ル
専
門
人
材
の
受
入
れ
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
が
昨
年

の
半
分
程
度
し
か
な
い
。
返
礼
品

の
新
た
な
開
発
な
ど
、
工
夫
が
必
要
だ
。

ふるさと納税のホームページ 

意意
見見

答答 問問  答答 問問  

意意
見見
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問問  

問問  

答答問問  

令和４年度の一般会計予算は、歳入歳出の総額が、４４９９億億４４２２２２１１万万３３千千円円  

この内、都市交流施設周辺整備事業の工事予算に、７７億億３３６６００５５万万２２千千円円  
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答答問問  答答

進まぬ旧佐久間小の開発 

答答 問問  

問問  答答 答答 問問  意意
見見

意意
見見

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

意
見

意
見

意
見

意
見
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川
篭
線
は
、
佐
久
間
と
保
田
を
結

ぶ
重
要
路
線
で
あ
り
、
そ
の
舗
装

工
事
は
優
先
し
て
取
組
む
べ
き
だ
。

町
営
住
宅
に
は
数
人
が
居
住
し
て

い
る
も
の
の
、
老
朽
化
し
危
険
だ
。

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

ま
ず
は
、
現
居
住
者
に
意
向
確
認

や
調
整
を
継
続
し
て
お
り
、
今
後

に
つ
い
て
は
千
葉
県
や
専
門
業
者
と
協
議

し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
基
本
料
３
ケ
月
一
律

 
 

免
除
を
再
度
実
施
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
単
な
る
分
配
に
な
ら
ぬ
よ
う
取
組

む
べ
き
で
あ
る
。

教教
育育
課課

鋸
山
が
日
本
遺
産
候
補
と
な
り
、

 
 

富
津
市
と
協
議
会
を
発
足
し
た
も

の
の
、
富
津
市
に
比
べ
取
組
み
が
消
極
的

だ
。
鋸
山
を
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し
、

鋸
南
町
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
の
取
組
み

を
検
討
す
べ
き
だ
。

桜
木
の
植
栽
管
理
に
は
、
樹
木
医

 

等
の
専
門
家
を
あ
て
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

日
本
花
の
会
の
研
究
員
な
ど
に
依
頼

し
助
言
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

 

駅
前
観
光
案
内
所
は
必
要
か
。

観
光
協
会
と
も
意
見
交
換
を
行
い

検
討
し
ま
す
。

観
光
振
興
と
し
て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

広
告
動
画
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
契
約
内
容
は
。

「
３
万
回
の
再
生
プ
ラ
ン
」
と
い

う
も
の
で
、
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

的
を
絞
り
、
視
聴
回
数
が
３
万
回
に
達
す
る

ま
で
配
信
さ
れ
る
契
約
で
す
。

建建
設設
水水
道道
課課

 
 

補
修
工
事
が
必
要
な
道
路
が
目
立

つ
が
、
限
ら
れ
た
財
源
で
ど
う
予
算

執
行
し
て
い
く
の
か
。

 

危
険
で
緊
急
性
が
あ
る
も
の
な

ど
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

予予算算審審査査特特別別委委員員会会  

答答 問問  答答

一般会計予算及び後期高齢者医療特別会計は賛成多数、 

その他予算は、全員賛成で可決すべきものと認定 

－９－ 

問問  

意意
見見

意意
見見

地地
域域
振振
興興
課課

農
業
振
興
に
関
し
、
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

有
害
獣
捕
獲
、
獣
肉
利
用
等
、
重
要
な
施

策
が
予
算
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
取
組
み
が

目
に
見
え
な
い
。

地
域
商
品
券
発
行
事
業
は
前
年
度

に
引
き
続
き
一
律
に
分
配
し
て
い

る
が
、
支
援
が
必
要
な
人
に
重
点
配
分
す

る
べ
き
だ
。
近
隣
市
の
よ
う
に
米
価
下
落

に
対
し
農
家
に
補
助
金
を
つ
け
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
だ
。

道
の
駅
き
ょ
な
ん
は
、
休
日
で
も

 
休
業
店
舗
が
目
立
ち
、
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
。
そ
の
他
商
店
街
の

活
性
化
な
ど
も
何
も
手
が
付
け
ら
れ
て
い

な
い
。

観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め
る
た

 

め
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
な
い
。

町
内
の
既
存
の
観
光
資
源
や
施
設
が
十
分

活
用
で
き
て
い
な
い
。
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
が
必
要
だ
。

 

日本遺産候補の鋸山 

答答 問問  

佐久間ダムの桜 

活性化が望まれる施設も多い 

答答 問問  意意
見見

答答 問問  

意意
見見

意意
見見

意意
見見

意意
見見

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

循
環
バ
ス
な
ど
二
次
交
通
改
善

 
 

の
た
め
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
な
い

が
、
優
先
課
題
で
あ
り
、
も
っ
と
積
極
的
に

取
組
む
べ
き
だ
。

旧
佐
久
間
小
跡
地
の
開
発
事
業
は

 
 

道
の
駅
保
田
小
事
業
が
終
わ
れ
ば
行

う
と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
手
つ
か

ず
だ
。
町
の
重
要
な
施
策
を
保
田
小
の
周
辺

事
業
後
に
開
始
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
遅
す

ぎ
る
。

 

消
防
費
自
動
車
保
険
の
内
容
は
。

災
害
出
動
時
に
団
員
個
人
所
有
の

車
に
生
じ
た
損
害
を
保
障
す
る
も
の

で
す
。

 

産
業
医
業
務
委
託
の
契
約
先
は
。

 

個
人
の
産
業
医
は
新
規
契
約
が
難

し
く
、
産
業
医
派
遣
を
行
う
企
業
と

の
契
約
と
な
り
ま
す
。 

 
 

道
の
駅
保
田
小
周
辺
事
業
に
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
は
必
要
な
の
か
。

 

工
事
監
理
者
と
の
調
整
、
開
業
支

援
等
の
委
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
不
足
が
目
立
つ
の
で
定
数

ま
で
人
員
を
増
や
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

専
門
職
の
採
用
が
で
き
ず
、
定
年

後
再
任
用
や
有
資
格
の
会
計
年
度

任
用
職
員
で
補
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

税税
務務
住住
民民
課課

「
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
」
の

 
 

上
限
額
は
国
の
基
準
か
。

 
 

国
の
基
準
で
す
。

固
定
資
産
評
価
用
航
空
写
真
撮
影

は
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
代
用
で
き

な
い
か
。

 

著
作
権
の
問
題
あ
り
不
可
で
す
。

保保
健健
福福
祉祉
課課

 

地
域
福
祉
計
画
が
改
定
さ
れ
る
の

 
 

に
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
予
算

化
が
さ
れ
て
い
な
い
。
積
極
的
に
取
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

答答

予予算算審審査査特特別別委委員員会会  

一一
般般
会会
計計
のの
主主
なな
意意
見見
・・
質質
疑疑

総総
括括
質質
疑疑
①①
「「
行行
財財
政政
改改
革革
」」

行
財
政
改
革
の
取
組
み
が
で
き
て

い
る
の
か
疑
問
だ
。
組
織
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

 

費
用
縮
減
効
果
の
大
き
い
公
共
施

設
の
適
正
管
理
、
水
道
事
業
や
一

般
廃
棄
物
の
広
域
化
に
取
組
み
ま
す
。
人

員
の
不
足
は
会
計
年
度
任
用
職
員
を
補
充

し
、
職
員
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

総総
括括
質質
疑疑
②②
「「
保保
田田
小小
のの
周周
辺辺
整整
備備
事事
業業
」」

 

財
政
力
の
乏
し
い
本
町
で
、
道
の

駅
保
田
小
の
周
辺
整
備
事
業
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

台
風
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
売
上
が

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
拡
張
事
業

に
よ
り
、
財
政
に
は
多
少
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
が
あ
り
ま
す
が
、
高
速
バ
ス
乗
り
入
れ

な
ど
、
町
民
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
考
え
ま

す
。 

総総
務務
企企
画画
課課

企
業
人
材
派
遣
制
度
と
は
ど
の
よ

う
な
制
度
か
。

国
の
制
度
で
あ
り
、
町
へ
の
デ
ジ

 

タ
ル
専
門
人
材
の
受
入
れ
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
が
昨
年

の
半
分
程
度
し
か
な
い
。
返
礼
品

の
新
た
な
開
発
な
ど
、
工
夫
が
必
要
だ
。

ふるさと納税のホームページ 

意意
見見

答答 問問  答答 問問  

意意
見見
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問問  

問問  

答答問問  

令和４年度の一般会計予算は、歳入歳出の総額が、４４９９億億４４２２２２１１万万３３千千円円  
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答答問問  答答

進まぬ旧佐久間小の開発 

答答 問問  

問問  答答 答答 問問  意意
見見

意意
見見

令令和和４４年年３３月月定定例例会会  

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見
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－１１－1 

議会だよりが二色刷になりました
きょなん議会だよりは、ホームページではカラーでご覧になれますが、印刷物は

白黒でした。この 142号から、二色刷にリニューアルしました。 

少しでも多くの方に、鋸南町議会に関心を持っていただき「手に取りたくなるよ

うな議会だより」を発行できるように、引き続き努めてまいります。 

議
会
の
日
誌

～～
編編
集集
後後
記記
～～

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
収
束
が
見
え
な
い
ま
ま
２
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
町
内
で
も
、
様
々
な
行
事
が

以
前
と
は
違
っ
た
形
で
の
開
催
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
桜

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客

が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

鋸
南
町
議
会
で
は
、
傍
聴
席
を
半
数
以

下
に
す
る
な
ど
感
染
症
対
策
を
し
、
３
月

定
例
会
は
議
場
で
の
傍
聴
を
再
開
し
ま

し
た
。
最
近
は
、
中
継
や
録
画
配
信
で
傍

聴
さ
れ
る
方
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う

で
「
一
般
質
問
見
た
よ
」
な
ど
と
声
を
か

け
ら
れ
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

い
方
も
多
く
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
で
議
会

の
様
子
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
委
員
一
同
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

今
回
、
二
色
刷
に
な
っ
た
こ
と
で
、
町

民
の
方
々
に
「
読
み
や
す
く
な
っ
た
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
よ
り
工
夫
し
て

い
き
ま
す
。 

（
笹
生
あ
す
か
）

 

２月１０日 議会運営委員会 
２月１５日 議員全員協議会 
２月１７日 令和４年第１回臨時会 
２月２１日 議会運営委員会 
３月 １日 令和４年第１回定例会初日 
３月 ２日 令和４年第１回定例会２日目 
３月 ７日 予算審査特別委員会 

３月１１日 令和４年第１回定例会最終日 
３月２２日 安房広域議会定例会及び全協 
３月２４日 環境衛生組合議会定例会 
３月２５日 消防委員会 
３月２８日 議会広報特別委員会 
４月 ４日 議会広報特別委員会協議会 
４月１１日 議会広報特別委員会協議会 

－１０－ 

白黒 二色刷 令和４年５月６日 
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なかよし広場『手形をとろう』

鋸南町立中央公民館の「子育て広場」は、就学前

の子どもたちが安心して遊べ、保護者同士も交流

のできる場所です。毎週木曜日に様々なイベント

を行っています。

令和４年３月定例会・・・２

２議員が町政を問う・・・６

予算審査特別委員会・・・９

きょなん
議会だより

令和４年５月６日 
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ななかかよよしし広広場場『『手手形形ををととろろうう』』

鋸南町立中央公民館の「子育て広場」は、就学前

の子どもたちが安心して遊べ、保護者同士も交流

のできる場所です。毎週木曜日に様々なイベント

を行っています。 

ききょょななんん  

議議会会だだよよりり  

令令和和４４年年３３月月定定例例会会・・・・・・２２

２２議議員員がが町町政政をを問問うう・・・・・・６６

予予算算審審査査特特別別委委員員会会・・・・・・９９

水を得た 蟹!? 
ブルーの世界に 

議
会
の
日
誌

～
編
集
後
記
～

議会だよりが二色刷になりました
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